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　皮膚の線維芽細胞に 4 つの転写因子を一過性に発現させることで、無限に増殖可能で、かつ体内の全て

の細胞に分化可能な人工多能性幹細胞 (induced pluripotent stem cell: iPS 細胞 ) の樹立が可能となった。

iPS 細胞の作製は、世界中の多くの研究者に衝撃を与え、京都大学 iPS 細胞研究所の山中伸弥所長が 2012

年のノーベル医学生理学賞を受賞したことは記憶に新しい。

　iPS 細胞は、再生医療のソースとして注目されているが、特定の患者から樹立された疾患特異的 iPS 細胞

は疾患病態の解明や創薬のためのプラットフォーム作製においても、大きな期待を集めている。本発表では、

疾患特異的 iPS 細胞を用いた疾患研究の現状について解説するとともに、その創薬への応用の可能性につい

て紹介する。さらには、我々が行っている iPS 細胞作製技術によるがん研究を紹介し、iPS 細胞を用いた疾

患研究の今後の展望について考察したい。


